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水は全ての生命の源であり、森林や農地、河川から海
に至る流域の生態系には多様な生物が生きづいています。
我々人間もまた水インフラや農林水産資源、信仰や文化、
レクリエーション、街並や港など水のもつ様々な機能の
恩恵の中で暮らしています。
しかし、近年の気候変動によって、豪雨など水に関わ
る様々な災害が日本各地で頻発しています。また、世界
に目を向けると、水不足や水の利用リスクは紛争や貧困
にも直結する大きな課題になっています。こうした現状
にあって、水とヒト、生物が持続的に共生する社会を実
現することは、現代社会における極めて重要な課題です。
一方で、近代以降の人間の活動が水危機や水リスクの大
きな要因となっている状況の下では、従来の自然科学分
野の情報と人文社会学分野の知を統合する学術分野を横
断する新たな学問が必要です。
こうした状況を鑑み、私を領域代表者として文部科学
省科研費学術変革領域研究(A)の補助を受けて令和３年
度から開始した学際プロジェクトが「ゆらぎの場として
の水循環システムの動態的解明による水共生学の創生」
（以下「水共生学」）です。水共生学では、水をめぐる環
境を地球圏―生物圏―人間圏の三つの圏域のせめぎ合い
によって生じるゆらぎを常に内包する「水循環システム」
として捉え、このシステムを持続可能な範囲に維持でき
るように地域の実態に即した将来像の提案を目指します。
この水共生学では、プロジェクトメンバーが共同して

調査・研究・社会実装を行う「共同フィールド」を複数
設定していますが、中でも注力しているのが釧路地域で
す。釧路には日本最大の湿原であり、日本初のラムサー
ル条約登録湿地として有名な釧路湿原があります。多数
の希少な生物が生息し、貴重な文化財も点在する釧路湿
原は重要な観光資源になっています。しかし、釧路湿原
は近年の温暖化の影響などにより草原化が急速に進み、
湿原環境の再生や保全、観光への活用が大きな課題とな
っています。近年ではメガソーラーの建設による湿原の
自然環境や生物への影響も懸念されています。
こうした釧路の課題解決のための調査研究活動の要と
なるのが、釧路市立博物館です。釧路市立博物館の学芸
員の皆様には、2019年12月より九州大学大学院比較社
会文化研究院共同研究者として「水共生学創生のための
釧路・道東地域をモデル地域としたアクション・リサー
チ」に関わる研究に取り組んでいただいており、水共生
学にも研究分担者としてご参画いただいています。
2023年9月には水共生学と釧路市立博物館、釧路国際
ウェットランドセンターが共催でラムサール会議30周
年記念シンポジウムを釧路市で開催する予定です。
異なる分野が協同して課題解決に取り組む水共生学プ
ロジェクトが、現在の釧路が直面する様々な課題の解決
に寄与するためにも、今後とも釧路市立博物館の皆様方
のお力添えを賜れれば幸いです。

荒谷　邦雄（九州大学大学院比較社会文化研究院）

「釧路における「水共生学」プロジェクトの展開への期待」
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〈表紙写真〉　2022年12月10日に開催した「アイヌ古式舞踊公演@博物館」。企画展「リムセヤン・ウポポヤン～受け継がれる
道東アイヌの歌と踊り～」の関連行事として、阿寒アイヌ民族文化保存会の皆さんを招聘して実施しました。「タクサの舞」、「鶴
の舞」、「フッタレチュイ」といった同保存会の代表演目を含む９種の歌・踊りで観客を楽しませてくださいました。写真は、
最後の輪踊り（エッサホー）です。会場の皆さんも参加して盛り上がる、リムセ（踊り）のクライマックスです。 （城石 梨奈）


